
平成26年度　福祉のまちづくり研究所企画運営委員会　【事前評価】

1 車椅子使用者の環境及び活動量の評価とバリアに
対応した車椅子機構に関する研究

・安全上要求の高い下り坂における研究は評価できる
・研究計画の具体化、詳細化が必要である
・現状での技術調査を十分に行った上で実施計画を策定のこと
・５年間という長い研究期間のため、進捗状況を管理し、状況に応じた対応を取ること
・環境条件や実験場所についても検討のこと
・ブレーキシステムについて、大学等の先行技術も調査のこと

2 モーション・パラメーター応用技術開発
・高齢化社会に対応した研究として必要である
・人員や予算の追加等、支援を充実させるべきである
・新規性の高い重要な研究テーマであり高く評価できる
・2名体制で多くの研究事項が遂行できるかよく検討され、合理的に進めること
・外部機関や企業と連携して、研究の効率化を検討のこと
・知財化についても早めに対応すること
・企業との連携を研究の初期段階から検討のこと
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